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(57)【要約】
中央信号分離ステーション（１００）は信号取得コント
ローラ（１０３）及び信号分離コントローラ（１０４）
を用いる。動作中、信号取得コントローラは、複数の未
知の生理学的センサ（１０；２０；３０；４０；５０；
６０；７０；８０）から複数の異なるタイプの生理学的
信号を受信する。生理学的信号のモニタリングのために
、信号分離コントローラは、既知のタイプの生理学的セ
ンサから得られた複数の生理学的信号モデル（１０１）
の中の異なる生理学的信号モデルに対応する各生理学的
信号の弁別的な信号特徴に基づき、各生理学的信号の特
定のタイプを識別する。生理学的信号を解析するために
、ステーションは、生理学的信号の信号品質処理を実行
し、信号に特有のフィードバックを、低品質の生理学的
信号を送るあらゆる生理学的センサへ供給し、最大の診
断情報を有している各生理学的信号の特定の領域に注釈
を付し、且つ／あるいは、生理学的信号の確証的診断を
実行する信号解析コントローラ（１０５）を更に用いて
よい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の未知の生理学的センサから複数の異なるタイプの生理学的信号を受信するよう構
造的に構成される信号取得コントローラと、
　前記信号取得コントローラと通信する信号分離コントローラと
　を有し、
　前記信号取得コントローラが前記複数の異なる生理学的信号を受信することに応答して
、前記信号分離コントローラは、既知のタイプの生理学的センサから得られた複数の生理
学的信号モデルの中の異なる生理学的信号モデルに対応する各生理学的信号の弁別的な信
号特徴に基づき各生理学的信号の特定のタイプの識別を制御するよう構造的に構成される
、
　中央信号分離ステーション。
【請求項２】
　前記信号分離コントローラは、各生理学的信号モデルに対する各生理学的信号の類似性
測定を決定するよう更に構造的に構成される、
　請求項１に記載の中央信号分離ステーション。
【請求項３】
　前記信号分離コントローラと通信する信号解析コントローラを更に有し、
　前記信号解析コントローラは、前記信号分離コントローラによって識別された各生理学
的信号の信号品質処理の実行を制御するよう構造的に構成される、
　請求項１に記載の中央信号分離ステーション。
【請求項４】
　前記信号解析コントローラは、関連する未知の生理学的センサへの生理学的信号の信号
品質の通信を制御するよう更に構造的に構成される、
　請求項３に記載の中央信号分離ステーション。
【請求項５】
　前記信号分離コントローラと通信する信号解析コントローラを更に有し、
　前記信号解析コントローラは、前記信号分離コントローラによって識別された各生理学
的信号の少なくとも１つの領域に注釈を付すよう構造的に構成され、
　前記少なくとも１つの領域の各領域は、前記対応する生理学的信号の診断情報を含む、
　請求項１に記載の中央信号分離ステーション。
【請求項６】
　前記信号解析コントローラは、未知の生理学的ソースへの個人的なケアプランの通信を
制御するよう更に構造的に構成され、
　前記個人的なケアプランは、前記関連する生理学的信号の前記少なくとも１つの注釈を
付された領域の診断から得られる、
　請求項５に記載の中央信号分離ステーション。
【請求項７】
　前記信号解析コントローラは、前記関連する生理学的信号に付加されたコンテキストア
ウェア情報に基づき前記関連する生理学的信号の前記少なくとも１つの注釈を付された領
域の前記診断を確証するよう更に構造的に構成される、
　請求項６に記載の中央信号分離ステーション。
【請求項８】
　複数の未知の生理学的センサ及び中央信号分離ステーションを有し、
　夫々の未知の生理学的センサは、異なるタイプの生理学的信号を前記中央信号分離ステ
ーションへ送信するよう構造的に構成され、
　前記中央信号分離ステーションが複数の前記異なるタイプの生理学的信号を受信するこ
とに応答して、前記中央信号分離ステーションは、既知のタイプの生理学的センサから得
られた複数の生理学的信号モデルの中の異なる生理学的信号モデルに対応する各生理学的
信号の相異なる信号特徴に基づき各生理学的信号の特定のタイプの識別を制御するよう構
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造的に構成される、
　中央信号分離システム。
【請求項９】
　前記未知の生理学的センサは、心電図モニタ、呼吸電極パッチ、パルス酸素濃度計、血
圧モニタ、電気皮膚反応センサ、皮膚温度センサ、熱流束センサ及び近体温センサの中の
少なくとも２つを含む、
　請求項８に記載の中央信号分離システム。
【請求項１０】
　前記信号分離コントローラは、各生理学的信号モデルに対する各生理学的信号の類似性
測定を決定するよう更に構造的に構成される、
　請求項８に記載の中央信号分離システム。
【請求項１１】
　前記信号分離コントローラと通信する信号解析コントローラを更に有し、
　前記信号解析コントローラは、前記信号分離コントローラによって識別された各生理学
的信号の信号品質処理の実行を制御するよう構造的に構成される、
　請求項８に記載の中央信号分離システム。
【請求項１２】
　前記信号解析コントローラは、関連する未知の生理学的センサへの生理学的信号の信号
品質の通信を制御するよう更に構造的に構成される、
　請求項１１に記載の中央信号分離システム。
【請求項１３】
　前記信号分離コントローラと通信する信号解析コントローラを更に有し、
　前記信号解析コントローラは、前記信号分離コントローラによって識別された各生理学
的信号の少なくとも１つの領域に注釈を付すよう構造的に構成され、
　前記少なくとも１つの領域の各領域は、前記対応する生理学的信号の診断情報を含む、
　請求項８に記載の中央信号分離システム。
【請求項１４】
　前記信号解析コントローラは、未知の生理学的ソースへの個人的なケアプランの通信を
制御するよう更に構造的に構成され、
　前記個人的なケアプランは、前記関連する生理学的信号の前記少なくとも１つの注釈を
付された領域の診断から得られる、
　請求項１３に記載の中央信号分離システム。
【請求項１５】
　前記信号解析コントローラは、前記関連する生理学的信号に付加されたコンテキストア
ウェア情報に基づき前記関連する生理学的信号の前記少なくとも１つの注釈を付された領
域の前記診断を確証するよう更に構造的に構成される、
　請求項１４に記載の中央信号分離システム。
【請求項１６】
　中央信号分離ステーションが、複数の未知の生理学的センサから複数の異なるタイプの
生理学的信号を受信することと、
　前記中央信号分離ステーションが、既知のタイプの生理学的センサから得られた複数の
生理学的信号モデルの中の異なる生理学的信号モデルに対応する各生理学的信号の弁別的
な信号特徴に基づき各生理学的信号の特定のタイプを識別することと
　を有する中央信号分離方法。
【請求項１７】
　前記中央信号分離ステーションが、当該中央信号分離ステーションによって識別された
各生理学的信号の信号品質処理を実行すること
　を更に有する請求項１６に記載の中央信号分離方法。
【請求項１８】
　前記中央信号分離ステーションが、当該中央信号分離ステーションによって識別された
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各生理学的信号の少なくとも１つの領域に注釈を付すこと
　を更に有し、
　前記少なくとも１つの領域の各領域は、前記対応する生理学的信号の診断情報を含む、
　請求項１６に記載の中央信号分離方法。
【請求項１９】
　前記中央信号分離ステーションが、個人的なケアプランを未知の生理学的ソースへ通信
すること
　を更に有し、
　前記個人的なケアプランは、前記関連する生理学的信号の前記少なくとも１つの注釈を
付された領域の診断から得られる、
　請求項１８に記載の中央信号分離方法。
【請求項２０】
　前記中央信号分離ステーションが、前記関連する生理学的信号に付加されたコンテキス
トアウェア情報に基づき前記関連する生理学的信号の前記少なくとも１つの注釈を付され
た領域の前記診断を確証すること
　を更に有する請求項１９に記載の中央信号分離方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の様々な実施形態は、中央モニタリングシステムに概して関係があり、より具体
的には、しかし排他的ではなく、人間の生理学的活動（例えば、心臓血管、呼吸器官、皮
膚生理学、など）を表す信号をモニタし解析する中央モニタリングシステムに関係がある
。
【背景技術】
【０００２】
　本明細書で使用される外来患者は、不健康な状態の診断及び／又は治療のために医療機
関（例えば、病院、診療所、など）を訪れた後に一晩入院しない患者である。本開示の当
該技術で知られているモバイルの生理学的センサは、外来患者の健康をモニタするための
、特に、外来患者のエネルギ遠隔計算を支援するための効率的な、正確な且つ実用的な方
法を提供する。
【０００３】
　そのようなモバイル生理学的センサの例には、制限なしに、心電図（“ＥＣＧ”）モニ
タ、呼吸電極パッチ、パルス酸素濃度計、血圧モニタ、電気皮膚反応センサ、皮膚温度セ
ンサ、熱流束センサ及び近体温センサがある。将来的なモバイル生理学的センサには、制
限なしに、動脈血液ガスセンサ、脳波（“ＥＥＣ”）センサ及び筋電図（“ＥＭＧ”）セ
ンサが含まれ得る。
【０００４】
　中央モニタリングステーションは、その用語が本明細書で使用される場合に、モバイル
生理学的センサのような遠隔センサと情報を交換するための通信プロトコルを実装する。
中央モニタリングステーションによる生理学的信号のモニタリング及び解析の分野におい
て特に関連する通信プロトコル標準は、グローバルＩＳＯ／ＩＥＥＥ１１０７３パーソナ
ル・ヘルス・デバイス（ＰＨＤ）通信の標準ファミリーである。この標準ファミリーの現
在の実施は、モバイル生理学的センサのソース識別情報の交換を伴い、これによって、中
央モニタリングステーションは、モバイル生理学的センサによって通信されている生理学
的信号のタイプを知る。より具体的には、暗号化されたペイロードが、モバイル生理学的
センサと中央モニタリングステーションとの間に確立された通信チャネルにわたってモバ
イル生理学的センサによって送信され得、これによって、ペイロードは、モバイル生理学
的センサを明示的にマッピングするビット情報を含み、そして、これによって、中央モニ
タリングステーションは、モバイル生理学的センサによって通信されている生理学的信号
のタイプを識別するようビット情報を復号化し解読する。生理学的センサのソース識別情
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報の中央モニタリングステーションによるこの依存性は、中央モニタリングステーション
による生理学的信号の適用可能なモニタリング及び解析を容易にする。
【０００５】
　例えば、図１は、８つのＥＣＧモニタ１０と情報を交換する中央心電図（“ＥＣＧ”）
モニタリングステーション１２を表す。中央ＥＣＧモニタリングステーション１２及びＥ
ＣＧモニタ１０は、プロトコルレイヤ（例えば、トランスポートレイヤ）上でＥＣＧモニ
タ１０を明示的にマッピングするペイロードを介したＥＣＧモニタ１０のソース識別情報
の交換を伴う通信プロトコル（例えば、ＩＳＯ／ＩＥＥＥ１１０７３－２０６０１双方向
通信プロトコル）を実装し、それによって、ＥＣＧモニタ１０からステーション１２への
ＥＣＧ信号１１のアプリケーションレイヤメッセージングのために中央ＥＣＧモニタリン
グステーション１２及びＥＣＧモニタ１０を準備する。ＥＣＧモニタ１０のソース識別情
報のＥＣＧモニタリングステーション１２によるこの依存性は、中央ＥＣＧモニタリング
ステーション１２のワークステーション１３を介したＥＣＧ信号１１の適用可能なモニタ
リング及び解析（例えば、ＥＣＧ信号１１の正常性／異常性の解釈）を容易にする。
【０００６】
　モバイル生理学的センサのタイプの多様さは、平均寿命の上昇の予測、一般人口におけ
る高齢者の割合の増加、及び慢性疾患の有病率の増加に起因した長期ケアを必要とする外
来患者数のますますの増加を背景に増えてきた。ヘルスケア市場に進出するモバイル生理
学的センサのタイプのますますの多様さに伴って、信号モニタリング及び／又は解析のた
めに生理学的センサ識別情報に依存しない中央モニタリングステーションが必要とされて
いる。
【発明の概要】
【０００７】
　１つ以上の生理学的信号をモニタリング及び／又は解析する中央モニタリングステーシ
ョンの利点及び恩恵を改善するよう、本開示は、生理学的信号、特に、様々なタイプの生
理学的センサによって生成された生理学的信号の信号モニタリング及び／又は解析のため
の生理学的センサ識別情報の非依存の実施を前提としているシステム、ステーション、コ
ントローラ及び方法を提供する。
【０００８】
　本開示のために、語“中央モニタリングステーション”は、１つ以上のタイプの生理学
的信号をモニタリング及び／又は解析するために生理学的センサ識別情報に依存する（例
えば、生理学的信号を生成した生理学的センサを明示的にマッピングするペイロードビッ
ト情報を必要とする）、本開示に先だって知られている全ての中央モニタリングステーシ
ョンを広く含む。そのような中央モニタリングステーションの例には、制限なしに、Inte
lliVue　Information　Center　iX　(PIIC)がある。
【０００９】
　また、本開示のために、語“中央信号分離ステーション”（central　signal　segrega
tion　station）は、複数の生理学的信号、特に、様々なタイプの生理学的センサによっ
て生成された生理学的信号の信号モニタリング及び／又は解析ための生理学的センサ識別
情報の非依存性を実装するために、本明細書で例として記載される本開示の発明原理を組
み込む構造的構成を備えた中央モニタリングステーションを広く含み、語“中央信号分離
方法”は、中央信号分離ステーションによる生理学的信号の信号モニタリング及び／又は
解析のための生理学的センサ識別情報の非依存性を実装するために、本明細書で例として
記載される本開示の発明原理を組み込む全ての方法を広く含む。
【００１０】
　本明細書で記載される様々な実施形態は、信号取得コントローラ及び信号分離コントロ
ーラを用いる中央信号分離ステーションを含む。動作中、信号取得コントローラは、複数
の未知の生理学的センサ（例えば、心電図（“ＥＣＧ”）モニタ、呼吸電極パッチ、パル
ス酸素濃度計、血圧モニタ、電気皮膚反応センサ、皮膚温度センサ、熱流束センサ及び近
体温センサ）から複数の異なるタイプの生理学的信号を受信する。



(6) JP 2019-527092 A 2019.9.26

10

20

30

40

50

【００１１】
　生理学的信号のモニタリングのために、信号分離コントローラは、既知のタイプの生理
学的センサから得られた複数の生理学的信号モデルの中の異なる生理学的信号モデルに対
応する各生理学的信号の弁別的な信号特徴に基づき、各生理学的信号の特定のタイプを識
別する。各生理学的信号の弁別的な信号特徴は、生理学的信号の信号モニタリング及び／
又は解析のために生理学的センサ識別情報の信号分離コントローラによる非依存性を確立
した（例えば、信号分離コントローラは、生理学的信号を生成した生理学的センサを明示
的にマッピングするペイロードビット情報の如何なる支援又は必要性もなしに、各生理学
的信号を識別する。）。
【００１２】
　モニタリングの有無にかかわらず、生理学的信号を解析するために、中央信号分離ステ
ーションは、信号解析コントローラを更に用いてよい。用いられる場合に、信号分離コン
トローラによる各生理学的信号のタイプ識別に続いて、信号解析コントローラは更に、
　（１）生理学的信号の信号品質処理（例えば、信号対雑音品質測定）を実行し、
　（２）信号に特有のフィードバックを、低品質の生理学的信号を送るあらゆる生理学的
センサへ供給し、
　（３）最大の診断情報を有している夫々の高品質の生理学的信号の特定の領域に注釈を
付し、且つ／あるいは、
　（４）特に、生理学的信号に付加されたコンテキストアウェア情報（例えば、生理学的
センサのジオロケーション及びあらゆる加速度運動）を考慮して、夫々の高品質の生理学
的信号の自動の確証的診断を実行する。
【００１３】
　本明細書で記載される様々な実施形態は、複数の未知の生理学的センサ及び中央信号分
離ステーションを用いる中央信号分離システムを含む。動作中、夫々の未知の生理学的セ
ンサは、異なるタイプの生理学的信号（例えば、心電図（“ＥＣＧ”）信号、呼吸信号１
／ΩＲ、酸素飽和信号ＳＯ２、血圧信号（収縮期／拡張期）、電気皮膚反応信号１／ΩＳ

、皮膚温度信号
（外１）

、熱流束信号Ｗ／ｍ２及び近体温信号
（外２）

）を中央信号分離ステーションへ送信する。
【００１４】
　生理学的信号のモニタリングのために、中央信号分離ステーションは、既知のタイプの
生理学的センサから得られた複数の生理学的信号モデルの中の異なる生理学的信号モデル
に対応する各生理学的信号の弁別的な信号特徴に基づき、各生理学的信号の特定のタイプ
を識別する。各生理学的信号の弁別的な信号特徴は、生理学的信号の信号モニタリング及
び／又は解析のために生理学的センサ識別情報の信号分離コントローラによる非依存性を
確立した（例えば、信号分離コントローラは、生理学的信号を生成した生理学的センサを
明示的にマッピングするペイロードビット情報の如何なる支援又は必要性もなしに、各生
理学的信号を識別する。）。
【００１５】
　モニタリングの有無にかかわらず、生理学的信号を解析するために、中央信号分離ステ
ーションは、信号解析コントローラは更に、
　（１）生理学的信号の信号品質処理（例えば、信号対雑音品質測定）を実行し、
　（２）信号に特有のフィードバックを、低品質の生理学的信号を送るあらゆる生理学的
センサへ供給し、
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　（３）最大の診断情報を有している夫々の高品質の生理学的信号の特定の領域に注釈を
付し、且つ／あるいは、
　（４）特に、生理学的信号に付加されたコンテキストアウェア情報（例えば、生理学的
センサのジオロケーション及びあらゆる加速度運動）を考慮して、夫々の高品質の生理学
的信号の自動の確証的診断を実行する。
【００１６】
　本明細書で記載される様々な実施形態は、中央信号分離ステーションが複数の未知の生
理学的センサ（例えば、心電図（“ＥＣＧ”）モニタ、呼吸電極パッチ、パルス酸素濃度
計、血圧モニタ、電気皮膚反応センサ、皮膚温度センサ、熱流束センサ及び近体温センサ
）から複数の異なるタイプの生理学的信号を受信することを伴う中央信号分離方法を含む
。
【００１７】
　生理学的信号のモニタリングのために、中央信号分離方法は、中央信号分離ステーショ
ンが、既知のタイプの生理学的センサから得られた複数の生理学的信号モデルの中の異な
る生理学的信号モデルに対応する各生理学的信号の弁別的な信号特徴に基づき、各生理学
的信号の特定のタイプを識別することを更に伴う。各生理学的信号の弁別的な信号特徴は
、生理学的信号の信号モニタリング及び／又は解析のために生理学的センサ識別情報の信
号分離コントローラによる非依存性を確立した（例えば、信号分離コントローラは、生理
学的信号を生成した生理学的センサを明示的にマッピングするペイロードビット情報の如
何なる支援又は必要性もなしに、各生理学的信号を識別する。）。
【００１８】
　モニタリングの有無にかかわらず、生理学的信号を解析するために、中央信号分離方法
は、中央信号分離ステーションが、
　（１）生理学的信号の信号品質処理（例えば、信号対雑音品質測定）を実行すること、
　（２）信号に特有のフィードバックを、低品質の生理学的信号を送るあらゆる生理学的
センサへ供給すること、
　（３）最大の診断情報を有している夫々の高品質の生理学的信号の特定の領域に注釈を
付すこと、及び／又は、
　（４）特に、生理学的信号に付加されたコンテキストアウェア情報（例えば、生理学的
センサのジオロケーション及びあらゆる加速度運動）を考慮して、夫々の高品質の生理学
的信号の自動の確証的診断を実行すること
　を更に伴ってよい。
【００１９】
　本開示のために：
　（１）制限なしに、“生理学的センサ”、“モニタリング”、“解析”及び“診断”を
含む当該技術の用語は、本開示の当該技術で理解されるように且つ本明細書で記載される
例として解釈されるべきである；
　（２）“未知の生理学的センサ”との語句は、生理学的センサによって実装される通信
プロトコル内のソース識別情報を除くモバイル及び非モバイルの生理学的センサを広く含
む；
　（３）語“生理学的信号モデル”は、生理学的信号の１つ以上の信号特徴に基づき生理
学的信号の特定のタイプの可能性を推定するための全てのモデルを広く含む。生理学的信
号モデルの一例には、制限なしに、ロジスティック回帰モデル、線形回帰モデル、サポー
トベクトルマシンモデル、分類モデル、クラスタリングモデル、次元削減モデル、相関ル
ール学習モデル及び決定木モデルのような機械学習法（例えば、教師あり、教師なし及び
半教師あり）が含まれる；
　（４）語“信号特徴”は、生理学的信号の識別を容易にする生理学的信号のありとあら
ゆる弁別的な特徴を広く含む。そのような信号特徴の例には、制限なしに：
　　　（ａ）抵抗指数（resistive　index）；
　　　（ｂ）拍動係数（pulsatility　index）；
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　　　（ｃ）相対加速度時間（relative　acceleration　time）；
　　　（ｄ）相対減衰時間（relative　decay　time）；
　　　（ｅ）血流促進（flow　acceleration）；
　　　（ｆ）一定流量比（constant　flow　ratio）；
　　　（ｇ）高さ幅指数（height　width　index）；
　　　（ｈ）ピーク間拍動係数（peak　to　peak　pulsatility　index）；
　　　（ｉ）バンド幅指数（bandwidth　index）；
　　　（ｊ）エンベロープ・ロールオフ（envelope　roll-off）；
　　　（ｋ）高次統計量（higher　order　statistics）；
　　　（ｌ）エンベロープ重心（envelope　centroid）；
　　　（ｍ）平均立ち上がり勾配（average　rising　slope）；
　　　（ｎ）スペクトル拡散比（spectral　broadening　ratio）；及び
　　　（ｏ）プロフィール形状（profile　shape）
が含まれる；
　（５）語“低品質”は、生理学的信号の解析を妨げる生理学的信号のあらゆる定性的特
性を広く含み、語“高品質”は、生理学的信号の解析に適した生理学的信号の定性的特性
を広く含む；
　（６）語“コンテキストアウェア情報”は、生理学的センサが生理学的信号を生成して
いる動作及び環境コンテキストに関するあらゆる情報を広く含む。コンテキストアウェア
情報の例には、制限なしに、生理学的センサのジオロケーション、温度、光束、ノイズレ
ベル及び加速度運動が含まれる；
　（７）語“コントローラ”は、本明細書で後に記載される本開示の様々な発明原理の適
用を制御する中央信号分離ステーション内に収容された又はそれにリンクされた特定用途
向けメインボード又は特定用途向け集積回路の全ての構造的構成を広く含む。コントロー
ラの構造的構成は、制限なしに、プロセッサ、コンピュータ使用可能な／コンピュータ読
み出し可能な記憶媒体、オペレーティングシステム、アプリケーションモジュール、周辺
機器コントローラ、スロット及びポートを含んでよい。本明細書におけるコントローラの
如何なる記述的表記（例えば、“信号取得”及び“信号分離”）も、語“コントローラ”
への如何なる制限も特定又は示唆することなしに、本明細書で記載及び請求されるコント
ローラを識別する働きをする；
　（８）語“アプリケーションモジュール”は、特定のアプリケーションを実行する電子
回路及び／又は実行可能プログラム（例えば、非一時的なコンピュータ可読媒体に記憶さ
れた実行可能ソフトウェア及び／又はファームウェア）から成るコントローラのコンポー
ネントを広く含む。本明細書におけるアプリケーションモジュールの如何なる記述的表記
（例えば、“信号取得モジュール”、“信号ソース識別部”、“信号品質マネージャ”、
“注釈マネージャ”、“診断解析部”及び“データベースマネージャ”）も、語“アプリ
ケーションモジュール”への如何なる制限も特定又は示唆することなしに、本明細書で記
載及び請求される特定のアプリケーションモジュールを識別する働きをする；
　（９）語“信号”及び“データ”は、本明細書で後に記載される本開示の様々な発明原
理を適用することを支持して情報を送信するための、本開示の当該技術で理解されるよう
な且つ本明細書で記載される例としての検出可能な物理量又はインパルス（例えば、電圧
、電流、など）の全ての形態を広く含む。本明細書における語“信号”及び“データ”に
ついての如何なる記述的表記も、語“信号”及び“データ”への如何なる制限も特定又は
示唆することなしに、本明細書で記載及び請求される信号の間の区別を容易にする。
【００２０】
　本開示の発明の上記の形態及び他の形態並びに本開示の発明の様々な特徴及び利点は、
添付の図面とともに読まれる本開示の発明の様々な実施形態の以下の詳細な説明から更に
明らかになるだろう。詳細な説明及び図面は、制限ではなく本開示の発明の実例に過ぎず
、本開示の本発明の適用範囲は、添付の特許請求の範囲及びその均等によって定義される
。
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【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】当該技術で知られる中央ＥＣＧモニタリングシステムの実施形態の例を表す。
【図２】本開示の発明原理に従う中央信号分離システムの実施形態の例を表す。
【図３】本開示の発明原理に従う中央信号分離方法の実施形態を例示するフローチャート
を表す。
【図４】本開示の発明原理に従う中央信号分離ステーションの実施形態の例を表す。
【図５Ａ】本開示の発明原理に従う信号分離コントローラの実施形態の例を表す。
【図５Ｂ】本開示の発明原理に従う信号解析コントローラの実施形態の例を表す。
【図６Ａ】本開示の発明原理に従う信号ソース識別部の実施形態の例を表す。
【図６Ｂ】本開示の発明原理に従う信号ソース識別部の実施形態の例を表す。
【図７】本開示の発明原理に従う信号品質マネージャの実施形態の例を表す。
【図８】本開示の発明原理に従う注釈マネージャの実施形態の例を表す。
【図９】本開示の発明原理に従う診断解析部の実施形態の例を表す。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本開示の実施形態の理解を促すよう、図２及び３の以下の説明は、本開示の中央信号分
離システム及び中央信号分離方法の発明原理を教示する。図２及び３の記載は、心電図（
“ＥＣＧ”）モニタ、呼吸電極パッチ、パルス酸素濃度計、血圧モニタ、電気皮膚反応セ
ンサ、皮膚温度センサ、熱流束センサ及び近体温センサを含む複数のモバイル生理学的セ
ンサに関連して与えられているが、当業者は、図示される多数の生理学的センサ並びにモ
バイル及び／又は非モバイルの追加の生理学的センサに関連して本開示の様々な中央信号
分離システム及び中央信号分離方法を構成及び使用するために本開示の発明原理を如何に
して適用すべきかを十分に理解するだろう。
【００２３】
　図２を参照すると、本開示の中央信号分離システムの一実施形態は、本開示の当該技術
で知られるように、
　１．ＥＣＧ信号１１を生成するＥＣＧモニタ１０；
　２．呼吸信号２１を生成する呼吸電極パッチ２０；
　３．酸素飽和信号３１を生成するパルス酸素濃度計３０；
　４．血圧信号４１を生成する血圧モニタ；
　５．電気皮膚反応信号５１を生成する電気皮膚反応センサ５０；
　６．皮膚温度信号６１を生成する皮膚温度センサ６０；
　７．熱流束信号７１を生成する熱流束センサ７０；及び
　８．近体温信号８１を生成する近体温センサ８０
を含む複数の生理学的センサを用いる。
【００２４】
　更に図２を参照すると、生理学的センサは、図示されるように、生理学的信号を中央信
号分離ステーション１００へネットワーク９０（例えば、イントラネット又はインターネ
ット）を介して送信する。理解されるだろうように、中央信号分離ステーションは、スタ
ンドアローンのサーバのような様々なハードウェア配置において、あるいは、クラウドコ
ンピューティング環境でハードウェア上でホストされた又は複数のクラウドコンピューテ
ィング環境の中で分散された１つ以上の仮想機械として、実装されてよい。実際に、生理
学的センサは、生理学的信号のサブセット又は組全体を順次又は同時に送信してよく、生
理学的センサの２つ以上は、同じ個々の外来患者をモニタしてよい。
【００２５】
　また実際に、生理学的センサ及び中央信号分離ステーション１００は、通信プロトコル
のいずれかのレイヤの生理学的センサのソース識別情報の交換を除く（例えば、生理学的
信号を生成した生理学的センサを明示的にマッピングするペイロードビット情報を除く）
通信プロトコル（例えば、ＩＳＯ／ＩＥＥＥ１０７３－２０６０１双方向通信プロトコル
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）を実装する。“未知の”生理学的センサのソース識別情報からの中央信号分離ステーシ
ョン１００のこの独立性に対処するよう、中央信号分離ステーション１００は、既知のタ
イプの生理学的センサから得られた複数の生理学的信号（physiological　signal；ＰＳ
）モデル１０１の中の異なる生理学的信号モデルに対応する各生理学的信号の弁別的な信
号特徴に基づき、各生理学的信号の特定のタイプを識別する。
【００２６】
　生理学的信号モデル１０１は、本明細書で更に記載されるように、生理学的信号の１つ
以上の信号特徴に基づき、生理学的信号の特定のタイプの可能性の推定を提供する。図２
の未知の生理学的センサとの関連で、中央信号分離ステーション１００は、次を生成する
よう訓練される：
　１．多数の及び／又は様々なタイプのＥＣＧモニタによって生成された訓練ＥＣＧ信号
の信号特徴から得られたＥＣＧ信号モデルであって、ＥＣＧ信号モデルは、中央信号分離
ステーション１００によって受信されたいずれかの生理学的信号がＥＣＧ信号であるとの
可能性の推定を提供する；
　２．多数の及び／又は様々なタイプの呼吸電極パッチによって生成された訓練呼吸信号
の信号特徴から得られた呼吸信号モデルであって、呼吸信号モデルは、中央信号分離ステ
ーション１００によって受信されたいずれかの生理学的信号が呼吸信号であるとの可能性
の推定を提供する；
　３．多数の及び／又は様々なタイプのパルス酸素濃度計によって生成された訓練酸素飽
和信号の信号特徴から得られた酸素飽和信号モデルであって、酸素飽和信号モデルは、中
央信号分離ステーション１００によって受信されたいずれかの生理学的信号が酸素飽和信
号であるとの可能性の推定を提供する；
　４．多数の及び／又は様々なタイプの血圧モニタによって生成された訓練血圧信号の信
号特徴から得られた血圧信号モデルであって、血圧信号モデルは、中央信号分離ステーシ
ョン１００によって受信されたいずれかの生理学的信号が血圧信号であるとの可能性の推
定を提供する；
　５．多数の及び／又は様々なタイプの電気皮膚反応センサによって生成された訓練電気
皮膚反応信号の信号特徴から得られた電気皮膚反応信号モデルであって、電気皮膚反応信
号モデルは、中央信号分離ステーション１００によって受信されたいずれかの生理学的信
号が電気皮膚反応信号であるとの可能性の推定を提供する；
　６．多数の及び／又は様々なタイプの皮膚温度センサによって生成された訓練皮膚温度
信号の信号特徴から得られた皮膚温度信号モデルであって、皮膚温度信号モデルは、中央
信号分離ステーション１００によって受信されたいずれかの生理学的信号が皮膚温度信号
であるとの可能性の推定を提供する；
　７．多数の及び／又は様々なタイプの熱流束センサによって生成された訓練熱流束信号
の信号特徴から得られた熱流束信号モデルであって、熱流束信号モデルは、中央信号分離
ステーション１００によって受信されたいずれかの生理学的信号が熱流束信号であるとの
可能性の推定を提供する；
　８．多数の及び／又は様々なタイプの近体温センサによって生成された訓練近体温信号
の信号特徴から得られた近体温信号モデルであって、近体温信号モデルは、中央信号分離
ステーション１００によって受信されたいずれかの生理学的信号が近体温信号であるとの
可能性の推定を提供する。
【００２７】
　生理学的信号のタイプ識別から、中央信号分離ステーション１００は、通信プロトコル
のアプリケーションレイヤを介して生理学的信号を処理し、中央信号分離ステーション１
００のオペレータは、ワークステーション１０２を介してモニタリングアプリケーション
にアクセスして、生理学的信号を視覚的にモニタし得る。
【００２８】
　その上、中央信号分離ステーション１００は、解析情報をオペレータへワークステーシ
ョン１０２を介して及び／又は本明細書で更に記載されるようにフィードバックとして生
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理学的センサへ供給する解析アプリケーションを実行してよい。
【００２９】
　また、コンテキストアウェア情報が、本明細書で更に記載されるように、中央信号分離
ステーション１００の解析アプリケーションを支持して、生理学的センサによって生理学
的信号に付加されてよい。
【００３０】
　より具体的に、図３は、中央信号分離ステーション１００（図２）によって実行可能な
本開示の中央信号分離方法の一実施形態を表すフローチャート１１０を表す。
【００３１】
　図２及び３を参照すると、中央信号分離ステーション１００は、未知の生理学的センサ
からの生理学的信号１１１の同時の実施に応答してフローチャート１１０を実行する。
【００３２】
　具体的に、フローチャート１１０の段階Ｓ１１２は、中央信号分離ステーション１００
が、既知のタイプの生理学的センサから得られた複数の生理学的信号モデル１０１の中の
特定の生理学的信号モデルに対応する各生理学的信号の弁別的な信号特徴に基づき、各生
理学的信号の特定のタイプを識別することを含む。
【００３３】
　段階Ｓ１１２の完了時に、中央信号分離ステーション１００が、識別された生理学的信
号の信号品質処理（例えば、信号対雑音品質測定）のために構造的に構成されていない場
合には、中央信号分離ステーション１００は、モニタリングのためにデータベース内での
生理学的信号のストリーム記憶を管理するよう、フローチャート１１０の段階Ｓ１２２へ
進む。
【００３４】
　そうではなく、中央信号分離ステーション１００が、識別された生理学的信号の信号品
質処理（例えば、信号対雑音品質測定）のために構造的に構成されている場合には、中央
信号分離ステーション１００は、本明細書で更に記載されるように、識別された生理学的
信号の信号品質処理を実行し、信号特有のフィードバックを、低品質の生理学的信号を通
信している如何なる生理学的センサへも供給するよう、フローチャート１１０の段階Ｓ１
１６へ進む。
【００３５】
　段階Ｓ１１６へ進む前に、中央信号分離ステーション１００は、モニタリングのために
、破線矢印によって象徴されているように、データベース内での生理学的信号のストリー
ム記憶のための段階Ｓ１２２を開始してよい。
【００３６】
　段階Ｓ１１６の完了時に、中央信号分離ステーション１００が、高品質の識別された生
理学的信号の信号特有の診断解析のために構造的に構成されていない場合には、中央信号
分離ステーション１００は、データベース内での生理学的信号のストリーム記憶を管理す
るよう、フローチャート１１０の段階Ｓ１２２へ進む。
【００３７】
　そうではなく、中央信号分離ステーション１００が、高品質の識別された生理学的信号
の信号特有の診断解析のために構造的に構成されている場合には、中央信号分離ステーシ
ョン１００は、本明細書で更に記載されるように、最大の診断情報を有している高品質の
各識別された生理学的信号の特定の領域に注釈を付すよう、及び／又は特に、生理学的信
号に付加されたコンテキストアウェア情報（例えば、生理学的センサのジオロケーション
及び何らかの加速度運動）を考慮して、高品質の識別された生理学的信号の確証的な診断
を実行するよう、フローチャート１１０の段階Ｓ１２０へ進む。
【００３８】
　段階Ｓ１２０へ進む前に、中央信号分離ステーション１００は、モニタリング及び解析
のために、破線矢印によって象徴されているように、データベース内での生理学的信号及
び関連する処理情報のストリーム記憶のための段階Ｓ１２２を開始又は継続してよい。
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【００３９】
　段階Ｓ１２０の完了時に、中央信号分離ステーション１００は、モニタリング及び解析
のために、データベース内での生理学的信号並びに関連する処理及び診断情報のストリー
ム記憶のための段階Ｓ１２２を開始又は継続してよい。
【００４０】
　フローチャート１１０は、順次的な又は重なり合うサイクルにおいて中央信号分離ステ
ーション１００によって実行される。よって、フローチャート１１０の間にいつでも、又
は段階Ｓ１２２の完了時に、中央信号分離ステーション１００は、フローチャート１１０
が終了する（例えば、中央信号分離ステーション１００がメンテナンス及び／又はアップ
グレードのために電源を切られる）時まで、新しいサイクルを開始するよう段階Ｓ１１２
へ戻る。
【００４１】
　図２及び３の記載から、当業者は、生理学的信号の信号モニタリング及び任意の解析の
ための、生理学的センサ識別情報からの独立性の中央信号分離ステーション１００（図２
）及びフローチャート１１０（図３）による実装を十分に理解するだろう。
【００４２】
　本開示の更なる理解を促すよう、図４乃至９の以下の説明は、本開示の中央信号分離ス
テーションの発明原理を更に教示する。図４乃至９の記載は、図２に示されている複数の
モバイル生理学的センサとの関連で設けられているが、当業者は、図２に示されている多
数の生理学的センサ並びにモバイル及び／又は非モバイルの追加の生理学的センサに関連
して本開示の様々な中央信号分離ステーションを構成及び使用するために本開示の発明原
理を如何にして適用すべきかを十分に理解するだろう。
【００４３】
　図４を参照すると、本開示の信号取得モジュール１３０は、夫々の未知の生理学的セン
サに設置されており、如何なる生理学的センサ識別情報も含まない通信プロトコルに従っ
て、関連する生理学的信号１３１を送信するよう構造的に構成される。関連する生理学的
センサが、実際に、コンテキストアウェア情報１３２（例えば、生理学的センサのジオロ
ケーション及び関連する動き）を生成するデバイスを組み込む場合に、信号取得モジュー
ル１３０は、コンテキストアウェア情報１３２を生理学的信号１３１に付加することにな
る。代替的に、コンテキストアウェア情報１３２は、携帯電話機又は対象に接続された何
らかのデバイスから導出され得る。
【００４４】
　更に図４を参照すると、中央信号分離ステーション１００（図２）の実施形態１００ａ
は、信号取得コントローラ１０３、信号分離コントローラ１０４、信号解析コントローラ
１０５、及びデータベース１０６を用いる。実際に、コントローラ１０３～１０５は、図
示されるように分離されるか、あるいは、部分的に又は完全に一体化されてよい。また、
実際に、データベース１０６は、図示されるようにコントローラ１０３～１０５から分離
されるか、あるいは、コントローラ１０３～１０５のうちの１つ以上の中に一体化／分配
されてよい。
【００４５】
　信号取得コントローラ１０３は、如何なる生理学的センサ識別情報も含まない（例えば
、関連する生理学的センサを明示的にマッピングする如何なるペイロードビット情報も除
く）通信プロトコルに従って生理学的信号１３１を受信するよう構造的に構成される。実
際に、信号取得コントローラ１０３は、通信プロトコルに従って生理学的信号１３１を受
信するために、当該技術で知られている中央信号分離ステーション１００の送信器、受信
器及び／又はトランシーバ（図示せず。）を制御し、そして、生理学的信号１３１を信号
分離コントローラ１０４へ供給する。
【００４６】
　信号分離コントローラ１０４は、フローチャート１１０（図３）の段階Ｓ１１２を実行
するよう、且つ、（適用可能である場合に）フローチャート１１０の段階Ｓ１２２を実行
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するよう、本開示の発明原理に従って構造的に構成される。実際に、信号分離コントロー
ラ１０４は、本明細書で上述されたように（図２）生理学的信号モデル１０１を生成する
よう、且つ、夫々の受信された生理学的信号１３１を夫々の生理学的信号モデル１０１に
適用して夫々の生理学的信号１３１の特定のタイプを識別するよう訓練される。
【００４７】
　実際に、信号分離コントローラ１０４の如何なる実施形態も、制限なしに、モニタ及び
／又は解析される生理学的信号のタイプの変化を含め、当業者によって認識されるだろう
ように、様々な動作因子に依存することになる。
【００４８】
　図５Ａを参照すると、信号分離コントローラ１０４の一実施形態１０４ａは、信号ソー
ス識別部１５０及びデータベースマネージャ１６０を用いる。
【００４９】
　信号ソース識別部１５０は、生理学的信号１３１の１つ以上の信号特徴に基づく各生理
学的信号１３１の特定のタイプの可能性の推定のための生理学的信号モデル１０１（図２
）を生成するよう、本開示の発明原理に従って構造的に構成される。実際に、信号ソース
識別部１５０は、制限なしに次を含む信号特徴の抽出を伴うロジスティック回帰モデル、
線形サポートベクトルマシンモデル及び／又は決定木モデルの形で生理学的信号モデルを
生成してよい：
　１．抵抗指数（resistive　index）；
　２．拍動係数（pulsatility　index）；
　３．相対加速度時間（relative　acceleration　time）；
　４．相対減衰時間（relative　decay　time）；
　５．血流促進（flow　acceleration）；
　６．一定流量比（constant　flow　ratio）；
　７．高さ幅指数（height　width　index）；
　８．ピーク間拍動係数（peak　to　peak　pulsatility　index）；
　９．バンド幅指数（bandwidth　index）；
　１０．エンベロープ・ロールオフ（envelope　roll-off）；
　１１．高次統計量（higher　order　statistics）；
　１２．エンベロープ重心（envelope　centroid）；
　１３．平均立ち上がり勾配（average　rising　slope）；
　１４．スペクトル拡散比（spectral　broadening　ratio）；及び
　１５．プロフィール形状（profile　shape）。
【００５０】
　例えば、信号ソース識別部１５０の訓練フェーズにおいて、図６Ａは、信号特徴のｎ次
元ベクトル（ｎ≧１）又はベクトルループである特徴ベクトル（feature　vectors；ＦＶ
）１５１の形で生理学的信号１３３ａ～１３３ｈを訓練する信号ソース識別部１５０によ
る特徴抽出１５０ａを表す。信号ソース識別部１５０は、その後に、生理学的信号モデル
１５３のモデル構築１５０ｂのために機械学習デバイス１５２（例えば、サポートベクト
ルマシン）を各特徴ベクトル１５１へ適用する。これによって、特徴ベクトル１５１の信
号特徴は、モデル１５３の独立変数となり、従属変数は、対応する訓練生理学的信号１３
３の確率推定を提供する。
【００５１】
　更なる例として、信号ソース識別部１５０の識別フェーズにおいて、図６Ｂは、信号特
徴のｎ次元ベクトル（ｎ≧１）又はベクトルループである特徴ベクトル（feature　vecto
rs；ＦＶ）１５４の形での受信された生理学的信号１３３の信号ソース識別部１５０によ
る特徴抽出１５０ｃを表す。信号ソース識別部１５０は、その後に、特徴ベクトル１５４
を各生理学的信号モデル１５３に適用して、類似性測定１５５（例えば、０≦ＳＭ≦１）
を取得する。生理学的信号１３１は、より高い類似性測定１５５を供給する生理学的信号
モデル１５３に対応すると見なされる。例えば、十分な訓練の上に、生理学的信号１３１
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がＥＣＧ信号であるならば、その場合に、ＥＣＧモデル１５３（１）の類似性測定１５５
（１）は、全ての類似性測定１５５の中で最も高い類似性測定を有するはずである。
【００５２】
　図４に戻ると、信号解析コントローラ１０５は、フローチャート１１０（図３）の段階
Ｓ１１６～Ｓ１２２を実行するよう、本開示の発明原理に従って構造的に構成される。実
際に、信号解析コントローラ１０５は、本明細書で更に記載されるように、生理学的セン
サのユーザ／モニタへ及び／又は中央信号分離ステーションのオペレータへ解析情報及び
／又は信号フィードバックを供給する解析アプリケーションを実行する。
【００５３】
　実際に、信号解析コントローラ１０５の如何なる実施形態も、制限なしに、生理学的信
号に適用されるありとあらゆる描写された解析技術を含め、当業者によって認識されるよ
うに、様々な動作因子に依存することになる。
【００５４】
　図５Ｂを参照すると、信号解析コントローラ１０５の一実施形態１０５ａは、信号品質
マネージャ１７０、注釈マネージャ１８０、診断解析部１９０、及びデータベースマネー
ジャ２００を用いる。
【００５５】
　信号品質マネージャ１７０は、識別された生理学的信号の信号品質処理を実行するよう
構造的に構成され、そして、低品質の生理学的信号を通信する如何なる生理学的センサへ
も信号特有のフィードバックを供給する。実際に、信号品質マネージャ１７０は、夫々の
識別された生理学的信号について、必要とされる信号対雑音（ＳＮＲ）を検出してよい。
更に、信号品質マネージャ１７０は、診断レベル予測のために必要とされる関連する基準
点が夫々の識別された生理学的信号に存在するかどうかを確かめてよい。また、信号品質
が悪い場合に、信号品質マネージャ１７０は、例えば、関連する生理学的センサの不適切
な設置、電磁干渉及び／又はデバイス故障のいずれかに起因した劣化の原因を識別しよう
と試みる。信号品質マネージャ１７０は、適切なＳＮＲを取得するためのデバイスパラメ
ータ内のデバイス／変更の適切な使用において生理学的センサのユーザ／モニタ及び／又
は中央信号分離ステーションのオペレータへフィードバックを供給する。
【００５６】
　例えば、図７でデータフローにより示されるように、信号品質マネージャ１７０は、デ
ータベース記憶のために高品質チェック１７１又は低品質フィードバック１７２をもたら
すよう、関連する類似性測定１５５又は他の信号識別子に基づき生理学的信号１３１の信
号品質処理を実行する。信号品質処理の例には、制限なしに、信号対雑音品質測定１７０
ｂ及び基準点検出１７０ｃが含まれる。生理学的信号１３１が低品質（例えば、高い信号
対雑音比、基準を検出できないこと、など）を示す場合に、信号品質マネージャ１７０は
、信号劣化についての決定的な理由の特定の有無にかかわらず、生理学的信号１３１の低
品質特性を示す低品質フィードバック信号１７２の通信を伴う信号劣化解析１７０ｄを実
行する。
【００５７】
　図５Ｂに戻ると、注釈マネージャ１８０は、最大の診断情報を有している夫々の識別さ
れた高品質の生理学的信号の特定の領域に注釈を付すよう構造的に構成される。実際に、
識別された生理学的信号が、信号品質マネージャ１７０によって、適切な品質を有してい
ると示された後に、注釈マネージャ１８０は、解析のために信号の関連部分を識別する。
【００５８】
　より具体的には、本開示は、生理学的信号の連続的なモニタリングが反復的な信号トレ
ンド（通常、如何なる有意な診断値も有しても有さなくてもよい。）を提供すると認識し
ている。例えば、ＥＣＧ信号の場合に、トレンドが連続的にモニタされるならば、ＳＴセ
グメントの変化、又は基準位置の周期的シフトは、信号全体よりむしろ、解析にとって第
１の重要性を有する。注釈マネージャ１８０は、従って、一意であって、情報ゲイン及び
モデリングアプローチを使用する解析のための潜在的な情報を運ぶ信号領域を識別する。
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また、コンテンツ情報（例えば、ジオロケーション及び何らかの加速度運動）が受信され
る場合には、注釈マネージャ１８０は更に、信号取得の間に実行されたアクティビティに
、診断領域により注釈を付す。
【００５９】
　例えば、図８に示されるように、品質チェック１７１が生理学的信号１３１について受
信される場合に、注釈マネージャ１８０は、信号周期の生理学的信号１３１の診断領域（
例えば、診断領域１３１ｂ）及び非診断領域（例えば、非診断領域１３１ａ及び１３１ｃ
）の線引きを伴う診断領域注釈付与１８０ａを実行する。例となる診断領域１３１ｂは、
生理学的信号１３１の診断性質の過去の理解及び／又は関連する生理学的信号モデルの予
測要素に基づき識別され得る。注釈マネージャ１８０は、適用可能であるならば、診断領
域１３１ｂ中に現れるコンテキストアウェア情報１３２を付加された、データベース記憶
のための診断領域注釈（diagnostic　region　annotation；ＤＲＡ）１８１を生成する。
【００６０】
　図５Ｂに戻ると、診断解析部１９０は、特に、診断領域注釈に付加された如何なるコン
テキストアウェア情報も考慮して、関連する診断領域注釈に基づき、識別された高品質の
生理学的信号の診断を実行するよう構造的に構成される。実際に、識別された高品質の生
理学的信号の注釈付与の後に、診断解析部１９０は、何らかの適切な栄養素を自動診断す
るように観測を相関させるよう生理学的信号間のトレンドを抽出する。これによって、個
別ケアプランが、生理学的デバイスのユーザ／モニタ及び／又は中央信号分離ステーショ
ンのオペレータへ転送され得る。
【００６１】
　例えば、図９に示されるように、診断解析部１９０は、関連する診断領域注釈１８１に
基づき個々の対象からの生理学的信号１３１のトレンド診断１９０ａを実行する。如何な
るトレンド識別も、コンテキストアウェア情報内で診断解析部１９０に何らかの適切な栄
養素を示すことになり、これによって、個別ケアプラン（personalized　care　plan；Ｐ
ＣＣ）が、生理学的デバイスのユーザ／モニタ及び／又は中央信号分離ステーションのオ
ペレータへ送られ得る。
【００６２】
　図２～９を参照すると、当業者は、制限なしに、中央信号分離ステーション及び方法に
よる生理学的信号の信号モニタリング及び／又は解析のための生理学的センサ識別情報か
らの独立性を含む本開示の様々な実施形態の多数の利点を十分に理解するだろう。
【００６３】
　更に、当業者は、本明細書で与えられている教示を考慮して、本開示／明細書で記載さ
れている及び／又は図に表されている特徴、要素、コンポーネントなどが、電子部品／回
路、ハードウェア、実行可能ソフトウェア及び実行可能ファームウェアの様々な組み合わ
せにおいて実装され、単一の要素又は複数の要素において組み合わされ得る機能を提供し
得ると十分に理解するだろう。例えば、図に表示／例示／描写されている様々な特徴、要
素、コンポーネントなどの機能は、専用のハードウェア及び適切なソフトウェアに関連し
てソフトウェアを実行可能なハードウェアの使用を通じて提供され得る。プロセッサによ
って提供される場合に、機能は、単一の専用プロセッサによって、単一の共有プロセッサ
によって、あるいは、一部が共有及び／又は多重化され得る複数の個別プロセッサによっ
て提供され得る。更に、語“プロセッサ”の明示的な使用は、ソフトウェアを実行可能な
ハードウェアをもっぱら指すと解釈されるべきではなく、制限なしに、デジタル信号プロ
セッサ（“ＤＳＰ”）ハードウェア、メモリ（例えば、ソフトウェアを記憶するリードオ
ンリーメモリ（“ＲＯＭ”）、ランダムアクセスメモリ（“ＲＡＭ”）、不揮発性ストレ
ージ、など）、並びにプロセスを実行及び／又は制御することができる（及び／又はその
ように構成可能である）事実上全ての手段及び／又は機械（ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、回路、それらの組み合わせ、などを含む。）を暗に含むことができる
。更に、語“プロセッサ”は、マイクロプロセッサ、フィールドプログラマブルゲートア
レイ（ＦＰＧＡ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、及び本明細書で記載される機能
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を実行可能な他のハードウェアのような様々なタイプのハードウェアを含むと理解される
だろう。更に、本明細書で使用されるように、語“非一時的な媒体”は、揮発性メモリ（
例えば、ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ、など）及び不揮発性メモリ（例えば、フラッシュ、磁気、
及び光学ストレージ）を含むが一時的な信号を含まないと理解されるだろう。
【００６４】
　更に、原理、態様、及び実施形態並びにそれらの具体例を挙げる本明細書中の全ての記
述は、それらの構造的同等物及び機能的同等物の両方を含むよう意図される。その上、そ
のような同等物は、現在知られている同等物及び将来開発される同等物（例えば、構造に
関わらず、同じ又は実質的に同様の機能を実行することができる開発されたあらゆる要素
）の両方を含むことが意図される。よって、例えば、本明細書で与えられている教示を考
慮して、当業者に明らかなように、本明細書で提示されている如何なるブロック図も、本
明細書で記載されている原理を具現化する例示的なシステムコンポーネント及び／又は回
路の概念図を表すことができる。同様に、本明細書で与えられている教示を考慮して、当
業者に当然に、如何なるフローチャート、フロー図及び同様のものも、コンピュータ可読
記憶媒体において実質的に表現され、コンピュータ、プロセッサ又はプロセッシング機能
を備えた他のデバイスによって、そのようなコンピュータ又はプロセッサが明示的に示さ
れていようとなかろうとそうして実行され得る様々なプロセスを表すことができる。
【００６５】
　更に、本開示の例となる実施形態は、例えば、コンピュータ又は何らかの命令実行シス
テムによって又はそれと関連して使用されるプログラムコード及び／又は命令を供給する
コンピュータ使用可能な及び／又はコンピュータ読み出し可能な記憶媒体からアクセス可
能なコンピュータプログラム製品又はアプリケーションモジュールの形をとることができ
る。本開示に従って、コンピュータ使用可能な又はコンピュータ読み出し可能な記憶媒体
は、命令実行システム、装置又はデバイスによって又はそれと関連して使用されるプログ
ラムを、例えば、含み、記憶し、通信し、伝播し又は転送することができる如何なる装置
であることもできる。そのような例となる媒体は、例えば、電子、磁気、光学、電磁気、
赤外線又は半導体システム（又は装置若しくはデバイス）、あるいは、伝播媒体であるこ
とができる。コンピュータ可読媒体の例には、例えば、半導体若しくはソリッドステート
メモリ、磁気テープ、取り外し可能コンピュータディスケット、ランダムアクセスメモリ
（ＲＡＭ）、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、フラッシュ（ドライブ）、硬質磁気ディ
スク、及び光ディスクがある。光ディスクの現在の例には、コンパクトディスク・リード
オンリーメモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、コンパクトディスク・リード／ライト（ＣＤ－Ｒ／Ｗ
）及びＤＶＤがある。更に、当然ながら、今後開発される可能性がある如何なる新しいコ
ンピュータ可読媒体も、本開示の例となる実施形態に従って使用されるか又は参照され得
るコンピュータ可読媒体と見なされるべきである。
【００６６】
　新規且つ進歩的な中央信号分離ステーション、コントローラ及び方法の好適な、例とな
る実施形態について記載してきたが（実施形態は実例であって限定であるよう意図されな
い。）、変更及び変形は、図面を含む、本明細書で与えられている教示に照らして、当業
者によって行われ得ることが知られる。従って、当然に、変更は、本明細書で開示されて
いる実施形態の適用範囲の中にある本開示の好適な、例となる実施形態において／それら
に対して行われ得る。
【００６７】
　更に、デバイス又は本開示に従ってデバイスで使用／実装され得るようなものを組み込
む／実装する対応する及び／又は関連するシステムも考えられており、本開示の適用範囲
に中にあると見なされる。更に、本開示に従ってデバイス及び／システムを製造及び／又
は使用する対応する及び／又は関連する方法も考えられており、本開示の適用範囲の中に
あると見なされる。
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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月16日(2019.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　未知の信号タイプの複数の生理学的センサから複数の異なるタイプの生理学的信号を受
信するよう構造的に構成される信号取得コントローラと、
　前記信号取得コントローラと通信する信号分離コントローラと
　を有し、
　前記信号取得コントローラが前記複数の異なる生理学的信号を受信することに応答して
、前記信号分離コントローラは、各生理学的信号の特定のタイプの識別を制御するよう構
造的に構成され、生理学的信号の特定のタイプを識別することは、当該生理学的信号から
特徴ベクトルを取り出すことと、該特徴ベクトルを、既知の信号タイプの生理学的センサ
から得られた複数の生理学的信号モデルに適用して、各生理学信号モデルについて類似性
測定を取得することと、最も高い類似性測定を与える生理学的信号モデルを選択すること
とを含む、
　中央信号分離ステーション。
【請求項２】
　前記信号分離コントローラと通信する信号解析コントローラを更に有し、
　前記信号解析コントローラは、各生理学的信号の類似性測定に基づき前記信号分離コン
トローラによって識別された当該生理学的信号の信号品質処理の実行を制御するよう構造
的に構成され、信号品質処理は、信号対雑音品質測定及び／又は基準点検出を含む、
　請求項１に記載の中央信号分離ステーション。
【請求項３】
　前記信号解析コントローラは、生理学的信号の信号品質の、未知の信号タイプの関連す
る生理学的センサへの通信を制御するよう更に構造的に構成される、
　請求項２に記載の中央信号分離ステーション。
【請求項４】
　前記信号分離コントローラと通信する信号解析コントローラを更に有し、
　前記信号解析コントローラは、前記信号分離コントローラによって識別された各生理学
的信号の少なくとも１つの領域に注釈を付すよう構造的に構成され、前記注釈を付すこと
は、少なくとも１つの診断領域及び少なくとも１つの非診断領域を線引きすることと、診
断領域の注釈を生成することとを含む、
　請求項１に記載の中央信号分離ステーション。
【請求項５】
　前記信号解析コントローラは、未知の信号タイプの生理学的センサへの個別ケアプラン
の通信を制御するよう更に構造的に構成され、
　前記個別ケアプランは、各生理学的信号の前記少なくとも１つの領域の前記注釈に基づ
き生理学的信号のトレンド診断から得られる、
　請求項４に記載の中央信号分離ステーション。
【請求項６】
　前記信号解析コントローラは、前記関連する生理学的信号に付加されたコンテキストア
ウェア情報に基づき前記関連する生理学的信号の前記少なくとも１つの注釈を付された領
域の前記診断を確証するよう更に構造的に構成され、前記コンテキストアウェア情報は、
生理学的センサが当該生理学的信号を生成している動作及び環境コンテキストに関する情
報を含む、
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　請求項５に記載の中央信号分離ステーション。
【請求項７】
　未知の信号タイプの複数の生理学的センサ及び中央信号分離ステーションを有し、
　未知の信号タイプの各生理学的センサは、異なるタイプの生理学的信号を前記中央信号
分離ステーションへ送信するよう構造的に構成され、
　前記中央信号分離ステーションが複数の前記異なるタイプの生理学的信号を受信するこ
とに応答して、前記中央信号分離ステーションは、各生理学的信号の特定のタイプの識別
を制御するよう構造的に構成され、生理学的信号の特定のタイプを識別することは、当該
生理学的信号から特徴ベクトルを取り出すことと、該特徴ベクトルを、既知の信号タイプ
の生理学的センサから得られた複数の生理学的信号モデルに適用して、各生理学信号モデ
ルについて類似性測定を取得することと、最も高い類似性測定を与える生理学的信号モデ
ルを選択することとを含む、
　中央信号分離システム。
【請求項８】
　前記未知の信号タイプの複数の生理学的センサは、心電図モニタ、呼吸電極パッチ、パ
ルス酸素濃度計、血圧モニタ、電気皮膚反応センサ、皮膚温度センサ、熱流束センサ及び
近体温センサの中の少なくとも２つを含む、
　請求項７に記載の中央信号分離システム。
【請求項９】
　前記信号分離コントローラと通信する信号解析コントローラを更に有し、
　前記信号解析コントローラは、各生理学的信号の類似性測定に基づき前記信号分離コン
トローラによって識別された当該生理学的信号の信号品質処理の実行を制御するよう構造
的に構成され、信号品質処理は、信号対雑音品質測定及び／又は基準点検出を含む、
　請求項７に記載の中央信号分離システム。
【請求項１０】
　前記信号解析コントローラは、生理学的信号の信号品質の、未知の信号タイプの関連す
る生理学的センサへの通信を制御するよう更に構造的に構成される、
　請求項９に記載の中央信号分離システム。
【請求項１１】
　前記信号分離コントローラと通信する信号解析コントローラを更に有し、
　前記信号解析コントローラは、前記信号分離コントローラによって識別された各生理学
的信号の少なくとも１つの領域に注釈を付すよう構造的に構成され、前記注釈を付すこと
は、少なくとも１つの診断領域及び少なくとも１つの非診断領域を線引きすることと、診
断領域の注釈を生成することとを含む、
　請求項７に記載の中央信号分離システム。
【請求項１２】
　前記信号解析コントローラは、未知の信号タイプの生理学的センサへの個別ケアプラン
の通信を制御するよう更に構造的に構成され、
　前記個別ケアプランは、各生理学的信号の前記少なくとも１つの領域の前記注釈に基づ
き生理学的信号のトレンド診断から得られる、
　請求項１１に記載の中央信号分離システム。
【請求項１３】
　前記信号解析コントローラは、前記関連する生理学的信号に付加されたコンテキストア
ウェア情報に基づき前記関連する生理学的信号の前記少なくとも１つの注釈を付された領
域の前記診断を確証するよう更に構造的に構成され、前記コンテキストアウェア情報は、
生理学的センサが当該生理学的信号を生成している動作及び環境コンテキストに関する情
報を含む、
　請求項１２に記載の中央信号分離システム。
【請求項１４】
　中央信号分離ステーションが、未知の信号タイプの複数の生理学的センサから複数の異
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なるタイプの生理学的信号を受信することと、
　前記中央信号分離ステーションが、各生理学的信号の特定のタイプを識別することと
　を有し、
　生理学的信号の特定のタイプを識別することは、当該生理学的信号から特徴ベクトルを
取り出すことと、該特徴ベクトルを、既知の信号タイプの生理学的センサから得られた複
数の生理学的信号モデルに適用して、各生理学信号モデルについて類似性測定を取得する
ことと、最も高い類似性測定を与える生理学的信号モデルを選択することとを含む、
　中央信号分離方法。
【請求項１５】
　前記中央信号分離ステーションが、当該中央信号分離ステーションによって識別された
各生理学的信号の信号品質処理を実行すること
　を更に有する請求項１４に記載の中央信号分離方法。
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【国際調査報告】
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摘要(译)

中央信号分离站（100）使用信号获取控制器（103）和信号分离控制器
（104）。在操作中，信号获取控制器从多个未知生理传感器（10； 
20； 30； 40； 50； 60； 70； 80）接收多个不同类型的生理信号。为
了监视生理信号，信号分离控制器用于与从已知类型的生理传感器获得
的多个生理信号模型（101）中的不同生理信号模型相对应的每个生理信
号。基于区别信号特征来识别每种生理信号的特定类型。为了分析生理
信号，工作站执行生理信号的信号质量处理，并向发送低质量生理信号
以最大化诊断信息的任何生理传感器提供特定于信号的反馈。信号分析
控制器（105）可以进一步用于注释具有和/或执行对生理信号的确认诊
断的每个生理信号的特定区域。
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